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学校法人明治薬科大学コンプライアンス方針 
制定 令和７年３月３日 

 

学校法人明治薬科大学（以下「法人」という。）の役員、教員及び事務職員等（以下「私たち」とい

う。）は、法人のコンプライアンスをより一層推進し、法人の適正かつ公正な業務運営の確保及び社会

的信頼の向上に資するために、学校法人明治薬科大学行動規範を踏まえ、「コンプライアンス方針」を

ここに定める。 

 

１．学校法人の使命の自覚と取り組み 

私たちは、学校法人の使命を自覚して、本学の建学の精神及び維持員制度を深く理解し、教育、研

究及び社会貢献活動に真摯に取り組み、社会的責任を果たすよう努めます。 

 

２．高度の倫理観と社会的良識 

私たちは、法人の構成員として、その使命を自覚し、コンプライアンスの重要性を深く認識し、高

度の倫理観と社会的良識をもって、常に適正かつ公正に業務及び職務を遂行します。 

 

３．法令等の遵守 

私たちは、法令及び寄附行為その他の法人の諸規程を遵守するとともに、社会的要請及び社会通念、

社会倫理等を尊重して行動します。 

 

４．適正かつ公正な事業活動  

私たちは、業務に関する情報を適切に記録・開示し、透明性の高い運営を行います。また、法人の

利益に反する行為を行わず、適正かつ公正な事業活動を行います。 

 

５．自己（自己の親族等関係者を含む）または第三者の利益追求の禁止  

私たちは、法人の名誉・信用を傷つける行為や、法人の利益に反する行為、業務上知り得た情報に

より自己または第三者の利益を追求する行為を行いません。 

 

６．社会との関わり 

私たちは、社会の一員として、社会問題、環境問題に積極的に関心を持ち、業務の推進を通じて、

その問題解決に貢献します。また反社会的な勢力とはいっさいの関係を持ちません。 

 

７．ハラスメントの防止 

 私たちは、互いに個人として尊重し、快適な環境のもとで教育、研究及び業務を遂行するため、ハ

ラスメントの防止及び排除に努めます。 

 

８．情報の適切な管理 

私たちは、法令等及び法人の諸規程を遵守し、事業活動を通じて得られた情報の漏えい、滅失又は
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毀損等の防止に最大限の配慮をもって行動します。 

 

９．個人情報の保護 

私たちは、個人情報保護の重要性を深く認識し、個人情報の漏えい、滅失又は毀損を防ぎ、適切な

使用及び安全管理に努めます。 

 

10．研究活動上の不正行為の防止 

私たちは、研究の公正性を維持する責務を負っていることを改めて確認し、公正に研究を遂行し、

高い研究の公正性が自律的に維持される風土の醸成に努めます。 

 

11．コンプライアンス違反の防止 

私たちは、安心して働ける職場環境を確保するため、法令、寄附行為若しくは本学の諸規程に違反

する行為又はそのおそれがある行為を発見した際は、速やかに公益通報窓口に通報します。 

 

12．定期的な研修の受講 

私たちは、危機管理を含むコンプライアンスに関する正しい知識を身につけ、意識の向上を図るこ

とを目的として、コンプライアンスに関する研修を定期的に受講します。 

 


